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; 位 置 i 飾磨郡夢前町山之内坂根 CI日鹿谷村〉
ユメナキ

姫路市の西部を流れる夢前Jllのみなもとといわれ、姫
路より川に沿って 28 キロのぼる。飾磨郡の最北に位置
し、北西は宍粟郡一宮町 (1日染河内村) 、 北東は神崎郡
大河内町( I 日寺前村) に接し、三郡境界の地点となって
いる。
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l一貫一一室」 雪彦山とは、もともと a洞ケ岳、 b鉾立
山、 c三辻山ら三山の総称であったが、そのうち、鐘よ
り限前に釜え立って見える岩峰、洞ケ岳のみを一般に雪
彦山と呼んでいる。叉登山コースの関係上塗るのもこの
洞ケf舎に限られている。

岩 谷 成 彦

? 向ケ岳は頂上に岩震があるため名付けられているが、
さらに 3 つの岩峰にわかれ、主峰を大天井ケ岳 (a1 884

ユカズ
メートノレ) 、その東を不行ケ岳 (a2)、その東少しはなれ
た岩蜂を地蔵ケ岳 (a3) と呼んでいる。これらの岩壁
は、昔は播磨の大峰山といわれ修験者の道場として、近
代では岩登りのペテラシの集る本格的な岩場として有名
である。三辻山 (c 915 メートノレ〉は前述のように三郡
の境界になっている山であり、鉾立山(b

カカ
の中腹には賀野神社がある。賀野大権現とも呼ばれ牛馬
守護の神として広く敬まわれている。また、この山は雨
乞の祈とう所ともなっていた。
以上のため、雪彦山は聖域として保護されてきたの
で、近年まで原始林におおわれ、寒暖系の植物がいりま
じり、暖地北部特有の自然林が見られる貴重な存在であ
り、植物の宝庫として知られている。特に乙/ ダ類は百種
余りもあり、県下では当山のみで発見されているものも
少くない。
山は、石英粗商岩よりなっている。

1i 採集コース 1

1. 洞ケ岳登山ゴース
前半は植林のスギも混っているが、モミ、ツガなどの
針葉樹、ウラジロガジ、アラカジ、ヤブツパキ、ヤプニ
ッケイなどの常緑広葉樹を主体とする中国山系南面の自
然的林相が見られる。後半は岩の多い尾根道となり、ミ
ズナラやツツジ類が多くなり、頂上ではイヌブナ、岩壁
にはイワタケがある。
パスの終点より山に沿って進むと観岳荘、マスの養魚、

場がある。ここより林道になる。橋を渡った左側のスギ
林は夏季キャシプ場となる処だ。林道を進み次の橋の手
前を左に折れると登山道となる。
ウラジロワツギ、ヅノレデシダ、ナシパシハゴペ、グγ
ノV ヨウコ( 白花〕、 アカネ、クズ、タケニグサ。
登りはじめたとたんに大きな岩があり驚かされる。林
の中をじぐざぐと登る。
ヅクパネ、カラスザ Y i / ヨウ、ホオノキ、アセビ、白

i 花ウシゼジツツジ、ウスギヨウラク、ベニドウダシ、ホ
ツツジ、モテツツジ、ヒカグツツジ、パイカツツジ、ゴ
オヤボオキ、ナガパノコオヤボオキ、ヅノレマサキ、 V キ
ミ、サカキ。
行者堂跡の小平地をへて尾根筋をったって西側をから
んで行くと出雲岩のオーパーハシガの下に出る。



オトコブドウ、ヅタウノレV 、タムジパ。
急坂を登ると出雲岩の上、覗き岩のテラスと呼ばれる

処に出る。セリワリ、馬の背とス Fノレにとんだ岩の多い
尾根を登ると頂上だ。
イワタケ、、フカゲナシキシナナカマド、 トウジモツ

ケ、ゴオニユリ、デゴユリ、ウチヨワラ γ、ジハイスミ
レ、アケボノツツジ、イワナジ、セツコク、ミズナラ、
イヌプナ。
頂上大天井ケ岳には滑神社の詞があり、背後、ー岩の問
には「仙人の窟j がある。跳望は素晴らしい。不行ケ岳
にはここより東へ下りて行くのだが、ザイノレがなくては
難しい。荷に向って左側を西下へ急坂をおりると尾根に
出る。天狗岩が左側にある。尾根筋からはなれて下の
方、林の中の急な道をおりてゆくと、地蔵ケ岳との鞍部
に出る。このあたりイワカガミが多くみられる。
ソヨゴ、クロソヨゴ、ヤマグノレマ、ミヤマνキミ、梅

花オウレシ、コヲヤゴケジノブ、ヒメゴマヅ、ホシνャ
クナグ。
この下山道のまうる北の谷の中で雪彦テシナシジヨウが

発見されたが、その後、木を伐ってしまったので絶滅し
てしまったであろう。
下山道をそれて少し行くと、地蔵ケ岳の上に出られ
る。岩ばかりで登るにも叉その上に立つにもスリルがあ
る。三面切り立った深い絶壁となっていて、ここの景観
も素晴らしい。
あともどりして、隠湿な道を下りてゆくと、夢前川本

流の虹の滝の前に出る。このあたりは「紅葉谷J と呼ば
れる。左岸に登ると 3 のコースの林道に出る。
テヤノレメノレヅク、ミヤマタニタデ、 ミヤマカタパミ、
ミヤマミズ、サワノレ Y ソウ、ミズタビラゴ、タニギキヨ
ク、ジシジソウ、イワオモダカ、ヒメサジラシ、イヨク
ジャク、オνダ。雪彦テシナy νヨウは、前述したよう
に発見地で見付けることは難しいが、この谷で1958.5.
25. に筆者らは 3本発見した。探せばまだ見付けられよ
う。
所要時間( 普通登山者を標準として) ( 以下同じ) 鳥居
- 1 0分一→登山口- 3 0分一→行者堂跡ー20分ー→出雲岩
- 3 0分一→大天井ケ岳- 3 0分ー→地蔵ケ岳- 3 0分+ ー紅
葉谷 このコースは上り下りともけわしい処が多い。
2. 賀野神社参道
植林したスギも多いが、ヅクパネガν、アカガν、ウ
ラジロガジ、アラカジ、ホソパカジ、ジイ、リシボクな
どの常縁広葉樹、モミ、ツガ、カヤなどの針葉樹がいり
混っている暖帯北部特有の林相がみられる。
パスの終点にある鳥居をくぐり右へ登っていくと、約
30分程で賀野神社につくが、途中前述のほか次の植物が
みられる。

ヤプムラサキ、アブラテヤシ、ウワミズザクラ、ガク
ウツギ、イズセシリヨウ、ゴパシノキ、プユイテゴ、ミ
プカクν、イナモリソウ、ジソノミタツナミツワ、フνグ
ロセシノク、主/ ライトソウ、オウレシ、アギスミレ、ア
オイスミレ、 ミヤママゴナ、 トウゴク V ダ、マノレパペニ
ジダ、オオペニジダ、ヒメイタ V ダ。
賀野神社背後から山腹をぬってゆくと、 3 のゴースに

合流する。( 所要時間約30分〕
カヤラシ、ヒトヅノ之、オオハY グ、イワタパコ、ユヅ
リハ、ヒレアザミ、タニウツギ。
3. 夢前川に沿って( 雪彦山林道コース)
この谷は、処々残っている大木より想像されるよう

に、樹木が長年茂っていたためと、渓流の水量が豊富で
湿度が高かったため樹蔭を好む植物がよく繁殖していた
が、近年樹木伐採のため日光の直射が多くなり土地の乾
燥も甚だしくなり、ジダ、草本類の植生がかなり変って
きており、不安定な状態を示している。
登山道を左に見て橋を渡り、) 111乞沿い進むとパy ガロ
ーがある。このあたりの岩には、アオネカヅラ、イワヒ
パ、カタヒパ、サジラシ、ヒメサジラ y 、イヌテヤセシ
νダ、ヌリトラノヲなどがついている。その他谷筋に
は、キヨスミコケジノブ、ゴケv ノプ、カラクサイヌワ
ラビ、キヨスミヒメワラビ、ヒカグワラビ、オオクジャ
クジダ、クモノスV ダ、タキミνダ、イノデ、サイゴク
イノデ、 イノデモドキ、ヅヤナジイノデ、 ピロウドジ
ダ、十文字ジダ、コタエワタリなど V ダ類が多く見られ
る。 νシジユギク、カラム V 、アオカラムジ、ムカゴイ
ラクサ、ヅリフネソウ、ミカエリソウ、ミツパベシケイ
ソウ、ゴミヤマスミレ、オテブジ、ダイモ y ジソワ、オ
オパアサガラ、イタヤカエデ、ブサザワラ、マタタビ、
ヤブデマリ、アオツヅラフジ。
トチノキの林を出た処にカツラノ大木があり、しばら

く流と離れた登り道となる。急に曲る処で 2 の賀野神社
からの道に出合う( 約30分)
更に林道を登ってゆくと、紅葉谷に出、 1 のコースと

合流する。( 約20分)
ゴマギ、ジャケツイパラ、ミズキ、メグス Fノキ、ウ
リノキ、キジヨラシ、オオパチドメグサ、ノプキ、ヤマ
アイ、ケマノレパスミレ、ナチジダ、ヒナスミレ、テクセ
ヅユシジシ
少し上流に川の底が一枚岩になり寝応の床と呼ばれる

処がある。
エシレイソウ、ツクパネソク、モミジガサ、ヤマアジ

サイ、ハクモウイノデ、ミヤコイヌワラビ、ホソパイヌ
ワラビ、 トガリノミイヌワラピ、ヨゴグラヒメワラビ。
更に進み右の谷へと進んでゆくと、夢前JIIの源といわ

れる水舟( 甑穴) が見られる。( 以下16ページへ続く)
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の色というものがあるいはあるのかもしれない。現在まで分母がまだ少なく、この数字がそのまま信頼出来る数
とは云えないが、赤はジジェワカラが好んで住む赤松の幹の色、また黄、緑、青、黒、濃藍はi/V' ュクカラの体
色の一部の色と考えられないだろうか。

3. 考察
自然の環境の中ではファクターが非常に多く、比較試験用巣箱といっても条件を均一にすることは不可能であ

る。しかし分母が極めて多くなれば、必ずしも条件を均一にしなくとも信頼出来る考察が出来るのであるが現段
階では確実とは云えない。しかしジジュワカラ用の巣箱製作、架設については大体次のようなことがいえるので
はないか。
①巣箱架設は営巣期直前では利用率が悪いのでもっと前にすべきである。
@ 巣箱の向きに関しては環境地形との関係において悪い方向というものがあるかもしれないが、特に悪い固有

的な方向はない。
①巣穴の形は円でなくとも正方形でも直方形でもよい。また穴などあけなくても前板の上をとったものでもよ

し、。
④巣穴の大きさも2.5cm位から 6 c m位までならどんな大きさでもよい。
①巣箱の地面からの高さも、いたずらや他動物による被害さへなければ高くても低くてもよい。但しいずれに

しでも巣箱の前はひらけていることが望ましい。
③巣箱の底から穴までの距りは 6 c m位から2 5 c m迄のものなら利用する。但しこれ以下や以上のものではわか

らない。
⑦ 色と利用率との関係については現在までの所は環境の色に似た色、またV ジュヴカラジジュカラの体色を構

成する色に近い色が利用率がよいようであるが、これはもっと多くのデーターがないとはっきりわからない。

(30ページより続く〕
ミヤマグマワラビ、キクカラクサ、モミジパカラスウ

リ、オタカラゴウ、キオγ。
谷を登りきると、 4 のゴースに合流する。

4  おくがけゴース( 宍粟、神崎郡へ〕
賀野神社東の林の中の道を進むと、スギ林がつづく。
山腹をぬってゆくが、まもなく尾根道となる。この尾根
は夢前川の水源をかこむ尾根の一部分で大きな木を伐っ
ているので割合眺望はよい。途中で 3 の道に出合いさら
に神崎郡、宍粟郡へと夫々出る道となるが、草におおわ
れてなれぬものにはわかりにくいから注意すべきコース
である。
ツリνユスラシ、ギシリヨウソウ、キクパヤマボク

チ、ヤブレガナ、ヅノレリシドウ、ネパリタデ、ヒカゲノ
カヅラ、ノ、ヲギリ、ゴノ、クウ y ボク、メグスリノキ、ミ
ヅナラ、クマヤナギ、
5. その他雪彦一→陀ケ伴( 宍粟郡安 S d町関) コース
もあるが、 4 以上にわかりにくいゴースで案内者なしで
は危険である。鹿ケ坪は臥穴が多いので知られた処であ
る。
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